
2014年度

28円／株

2015年度

34円／株

2016年度

44円／株

2017年度

50円／株

70円／株
（当初）

2018年度

75円／株
（見通し）

Q
A

代表取締役社長

2018年度の通期業績見通しは？

好調な上期業績を受け通期業績見通しを上方修正し、上期決算同様、売上高・経常利益ともに
過去最高額を更新する見通しです。

2017年度
実績

2018年度
見通し

増 減
金額 率

売上高 40,281 43,000 +2,719 +6.7%

営業利益 2,806 3,120 +314 +11.2%

経常利益 2,817 3,100 +283 +10.0%

（経常利益率） 7.0% 7.2% +0.2ポイント
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,223 2,040 +817 +66.8%

（百万円）
2018年度業績見通し（連結：前期比）

株主の皆様へQ
A 2018年度は、中期経営計画(第6次)の初年度として、順調なスタートを切ることができました。

今後も社員一人ひとりが持てる力を最大限に発揮し、計画達成に向け全社一丸となって取り
組んでまいります。
株主の皆様におかれましては、より一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

上記に伴い、配当につきましても
当初予想の70円／株から5円増配し75円／株を見通しております。

会社の概要／経営体制／株式の状況 （2018年9月30日現在）
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DISCLOSURE REPORT

株主のみなさまへ
2018年度上期ご報告

（2018年4月1日―2018年9月30日）

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 株主総会・期末配当は毎年3月31日

中間配当を行う場合は毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店および全国各支店で
行っております。

公 告 方 法 電子公告
https://www.jfe-systems.com/ir/stock/houtei.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告をすることができない 
場合は、日本経済新聞に掲載します。

上場証券取引所 東京証券取引所市場第二部

株主メモ

ご注意 本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確定な要因を含んでおります。
実際の業績は、さまざまな要因により、見通しとは異なる結果となる可能性がございます。

お知らせ
◉住所変更等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申付けください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口
座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉「配当金計算書」について
配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく

「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用い
ただくことができます。
＊確定申告をされる株主様は、大切に保管してください。

Copyright ⓒ  2018 JFE systems, Inc. All Rights Reserved.
本誌の無断複製・転送などはおやめください

〒105-0023　東京都港区芝浦一丁目2番3号　シーバンスＳ館
JFEシステムズ株式会社　総務部　総務・法務グループ
電話　03-5418-2400　  FAX　03-5418-2445

DISCLOSURE REPORT 株主のみなさまへ
2018年度上期ご報告

株式の状況

名称（商号） JFEシステムズ株式会社
JFE Systems, Inc.

本社所在地 〒105-0023
東京都港区芝浦一丁目2番3号
シーバンス Ｓ 館
電話　03-5418-2400

設立 1983年9月1日
資本金 1,390,957千円

主な事業内容 情報システムのインテグレーション
および運用・保守など

従業員数 1,760名（連結）

子会社の状況
当社の議決権比率

JFEコムサービス株式会社 66.6%
上場証券取引所 東京証券取引所市場第二部（証券コード：4832）

発行可能株式総数 31,412,000株
発行済株式総数 7,853,000株（自己株式292株含む）

株主数 1,325名 

所有者別株式分布状況

大株主

会社の概要

※ 持株比率は、自己株式（292株）を控除して計算しております。

経営体制
取締役 代表取締役社長（CEO) 西 崎　　 宏

取締役（専務執行役員） 上 條　　 巧
取締役（常務執行役員） 佐々木　富雄
取締役（常務執行役員） 原 田　 敬 太
取締役（常務執行役員） 國 安　　 誠
取締役（常務執行役員） 中 村　　 元
取締役（常務執行役員） 下 田　　 純
取締役 社 外  独 立 小 林　 隆 照
取締役 田 中　 道 成

監査役 常勤監査役 社 外 土 浜　 茂 稔
監査役 安 藤　 武 彦
監査役 社 外 冨 澤　 雄 一

執行役員 執行役員 奥 野　 敦 己
執行役員 船 尾　 哲 也
執行役員 笹 井　 一 志
執行役員 森 本　 哲 也
執行役員 菅 野　 英 毅
執行役員 杉 原　　 明

外国法人等 205千株（2.61%）

金融機関 280千株（3.57%）
証券会社 16千株（0.22%）

その他国内法人 5,627千株（71.65%）

個人・その他 1,723千株（21.95%）

当社への出資状況
株主名 所有株式数 持株比率

JFEスチール株式会社 5,116千株 65.16%
JFEシステムズ社員持株会 662千株 8.43%
富士通株式会社 250千株 3.18%
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 121千株 1.55%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 103千株 1.32%
JFEプラントエンジ株式会社 100千株 1.27%
STATE STREET BANK AND
TRUST COMPANY 505050 54千株 0.69%

アトラス情報サービス株式会社 50千株 0.64%
JFEアドバンテック株式会社 50千株 0.64%
JFE物流株式会社 50千株 0.64%
三井住友信託銀行株式会社 50千株 0.64%
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連結貸借対照表 2017年度末
（3月31日）

2018年度
上期末

（9月30日）
差

資産の部

流動資産 17,824 18,932

固定資産

有形固定資産 1,523 1,533

無形固定資産 2,291 2,240

投資その他の資産 3,453 3,410

固定資産合計 7,266 7,183

資産合計 25,090 26,115 1  1,025

負債の部

流動負債 7,185 7,484

固定負債 4,080 4,091

負債合計 11,265 11,575 2  310

純資産の部

株主資本

資本金 1,391 1,391

資本剰余金 1,959 1,959

利益剰余金 9,765 10,447

株主資本合計 13,115 13,797

その他の包括利益累計額 237 272

非支配株主持分 474 471

純資産合計 13,825 14,541 3  715

負債純資産合計 25,090 26,115

連結損益計算書 2017年度
上期

2018年度
上期 差

売上高 19,174 20,482 4  1,308

売上原価 15,332 16,121

売上総利益 3,842 4,361

販売費及び一般管理費 2,616 2,745

営業利益 1,226 1,617

営業外収益 14 15

営業外費用 7 27

経常利益 1,233 1,605 5  372

特別損失 702 —

税金等調整前四半期純利益 532 1,605

法人税等 192 512

四半期純利益 339 1,093

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 18

親会社株主に帰属する四半期純利益 316 1,075 6  759

連結キャッシュ・フロー計算書 2017年度
上期

2018年度
上期

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,621 2,247

投資活動によるキャッシュ・フロー 706 △595

財務活動によるキャッシュ・フロー △546 △607

現金及び現金同等物の増減額 1,780 1,044

現金及び現金同等物の期首残高 6,065 7,944

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,846 8,988

1資産合計 ⇒ 1,025百万円増加 
預け金等の増加による

2負債合計 ⇒ 310百万円増加 
前受金等の増加による

3純資産合計 ⇒ 715百万円増加 
親会社株主に帰属する四半期純利益計上に伴う
利益剰余金の増加等による

　以上により、自己資本比率 53.2％ ⇒ 53.9％

POINT 1｜連結貸借対照表（前年度末比）

4売上高 ⇒ 1,308百万円増加 
ソリューション事業の拡大、および製造業向けシステム
開発の増加等による

5経常利益 ⇒ 372百万円増加 
高採算案件の前倒し計上およびコストダウンによる

6親会社株主に帰属する四半期純利益 ⇒ 759百万円増加 
首都圏オフィス集約に伴う特別損失(前期)の解消等による
売上高・経常利益とも、過去最高額を更新

POINT 2｜連結損益計算書（前年同期比）

Top Interview Financial Statements Questionnaire

社長インタビュー

売上・利益ともに過去最高額を更新！ 好調な上期業績を受け、通期業績見通しを
上方修正。配当も当初予想に対して5円増配の70円 ⇒ 75円／株と予想。
2018年度上期決算をふまえ、JFEシステムズの取り組みについて、西崎代表取締役社長がお答えします。

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

株主アンケート2018年度上期連結財務諸表の概要  （単位：百万円）

（※）本連結財務諸表中の表示数字未満の端数の扱いは四捨五入としています。

2018年度上期業績の評価は？Q
上期は、新規案件や下期予定の高採算案件の前倒しが寄与
した結果、売上高・経常利益ともに過去最高額を更新し、
中期経営計画初年度として好調な滑り出しとなりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益は、昨年計上した特別
損失(首都圏オフィス統合△702百万円)の影響が無くなり
大幅に改善いたしました。

A

上期のトピックスは？Q
経済産業省と東京証券取引所が選ぶ「攻めのIT
経営銘柄」に、当社親会社のジェイ エフ イー 
ホールディングスが4年連続で選定されました

（32企業中4年連続は7社のみ）。当社は、JFE
グループにおける高度サプライチェーン連携の中
で「統合現品データベース」の開発を担いました。

攻めのIT経営銘柄発表会（2018.5.30）

A

2016 2017 2018

182 192

391 403
430

（見通し）

205

2016 2017 2018

7.3
12.3

23.0
28.2

31.0
（見通し）

16.0

2016 2017 2018

4.8 3.2

12.6 12.2

20.4
（見通し）

10.8

連結業績ハイライト （単位：億円）    ■上期  ■■通期

※ 株主アンケートにつきましては、当社ホームページ上の専用サイトからも回答が可能です。専用サイトのURLを直接入力するか（https://www.jfe-systems.com/ir/stock_enq.html）、 
 当社ホームページより「投資家の皆様へ」→「IR資料室」→「株主のみなさまへ」の順に進み、「株主アンケート」をクリックしてください。

Q1. 年代 1〜30歳　　2〜40歳　　3〜50歳　　4〜60歳　
5〜70歳　　671歳以上

Q2.
当社株式の保有期間 1半年未満    2半年〜1年未満  31年〜2年未満

42年〜3年未満  53年〜5年未満  65年〜10年未満  
710年以上

Q3.
当社のどのような情報を
お知りになりたいですか。

（複数回答可）

1業績に関する説明 2新製品・新技術  3事業計画  
4強み・特長    5経営方針    6研究・開発内容
7事業内容    8業界情報    9財務情報   
�その他（具体的に）

Q4.
当社株式の購入、保有の理由に
ついてお聞かせください。

（重視しているもの１つ）

1事業内容がいいから   2業績がいいから  
3将来性に期待     4値上がりに期待
5配当利回りに期待   6 IT関連株だから
7JFEグループだから   8その他（具体的に）

Q5.
今後当社株式を買い増すとしたら
どのような点を考慮しますか。

（重視しているもの１つ）

1値上がり期待   2配当利回り   3株主優待
4その他（具体的に）

Q6.
“株主のみなさまへ”

（お送りした小冊子）について
お聞かせください。

わかりやすさ  1わかりやすい  2わかりにくい
情報量  1情報が多い  2適切な量である  
  3情報が少ない

Q7. “株主のみなさまへ”、その他当社に対するご意見・ご要望がありましたらお聞かせください。

本アンケートに関する回答を、同封の「返信用はがき」または「当社専用サイト（※）」のアンケート回答欄にご記入いただ
き、お手数ですが2018年12月14日（金）までにご投函ください（当社専用サイトご利用時も同日までにご回答くださ
い）。アンケートにご回答くださった方には、2019年の卓上カレンダーをご送付いたします。なお、「返信用はがき」およ
び「当社専用サイト」よりご提供いただきました個人情報につきましては、卓上カレンダーの発送のみに使用いたします。

２
０
１
８
年
度
上
期
業
績

売上高 205億円（前年同期比+6.8%）
一般顧客､ 基盤向けで売上増

経常利益 16.0億円（前年同期比+30.1%）
下期予定の高採算案件前倒しが寄与

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
10.8億円（前年同期比+240.0%）

昨年計上した特別損失の影響が無く、大幅に改善

新ブランド「SIDEROSTM（シデロス）」立ち上げ

◆世界標準のERP製品（SAP S/4HANA、Microsoft 
Dynamics365）との組み合わせにより最適なソ
リューションを提供するSIDEROSTMブランドを
立ち上げました。

◆基幹業務（販売・購買・生産・会計）とプロジェクト
管理を一元管理し、案件別の収益管理を早期に実
現できます。

※SIDEROSとは、古代ギリシャ語で「鉄」を意味します。
当社は、鉄鋼メーカーであるJFEスチールの情報システム子会社として、
多くのシステムをお客様に提供してまいりました。
今回、SIDEROSブランドをシリーズ化し、さまざまな業務に適用可能な
テンプレート集に拡張していく予定です。
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実際の業績は、さまざまな要因により、見通しとは異なる結果となる可能性がございます。

お知らせ
◉住所変更等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申付けください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口
座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉「配当金計算書」について
配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく

「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用い
ただくことができます。
＊確定申告をされる株主様は、大切に保管してください。
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〒105-0023　東京都港区芝浦一丁目2番3号　シーバンスＳ館
JFEシステムズ株式会社　総務部　総務・法務グループ
電話　03-5418-2400　  FAX　03-5418-2445

DISCLOSURE REPORT 株主のみなさまへ
2018年度上期ご報告

株式の状況

名称（商号） JFEシステムズ株式会社
JFE Systems, Inc.

本社所在地 〒105-0023
東京都港区芝浦一丁目2番3号
シーバンス Ｓ 館
電話　03-5418-2400

設立 1983年9月1日
資本金 1,390,957千円

主な事業内容 情報システムのインテグレーション
および運用・保守など

従業員数 1,760名（連結）

子会社の状況
当社の議決権比率

JFEコムサービス株式会社 66.6%
上場証券取引所 東京証券取引所市場第二部（証券コード：4832）

発行可能株式総数 31,412,000株
発行済株式総数 7,853,000株（自己株式292株含む）

株主数 1,325名 

所有者別株式分布状況

大株主

会社の概要

※ 持株比率は、自己株式（292株）を控除して計算しております。

経営体制
取締役 代表取締役社長（CEO) 西 崎　　 宏

取締役（専務執行役員） 上 條　　 巧
取締役（常務執行役員） 佐々木　富雄
取締役（常務執行役員） 原 田　 敬 太
取締役（常務執行役員） 國 安　　 誠
取締役（常務執行役員） 中 村　　 元
取締役（常務執行役員） 下 田　　 純
取締役 社 外  独 立 小 林　 隆 照
取締役 田 中　 道 成

監査役 常勤監査役 社 外 土 浜　 茂 稔
監査役 安 藤　 武 彦
監査役 社 外 冨 澤　 雄 一

執行役員 執行役員 奥 野　 敦 己
執行役員 船 尾　 哲 也
執行役員 笹 井　 一 志
執行役員 森 本　 哲 也
執行役員 菅 野　 英 毅
執行役員 杉 原　　 明

外国法人等 205千株（2.61%）

金融機関 280千株（3.57%）
証券会社 16千株（0.22%）

その他国内法人 5,627千株（71.65%）

個人・その他 1,723千株（21.95%）

当社への出資状況
株主名 所有株式数 持株比率

JFEスチール株式会社 5,116千株 65.16%
JFEシステムズ社員持株会 662千株 8.43%
富士通株式会社 250千株 3.18%
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 121千株 1.55%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 103千株 1.32%
JFEプラントエンジ株式会社 100千株 1.27%
STATE STREET BANK AND
TRUST COMPANY 505050 54千株 0.69%

アトラス情報サービス株式会社 50千株 0.64%
JFEアドバンテック株式会社 50千株 0.64%
JFE物流株式会社 50千株 0.64%
三井住友信託銀行株式会社 50千株 0.64%
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連結貸借対照表 2017年度末
（3月31日）

2018年度
上期末

（9月30日）
差

資産の部

流動資産 17,824 18,932

固定資産

有形固定資産 1,523 1,533

無形固定資産 2,291 2,240

投資その他の資産 3,453 3,410

固定資産合計 7,266 7,183

資産合計 25,090 26,115 1  1,025

負債の部

流動負債 7,185 7,484

固定負債 4,080 4,091

負債合計 11,265 11,575 2  310

純資産の部

株主資本

資本金 1,391 1,391

資本剰余金 1,959 1,959

利益剰余金 9,765 10,447

株主資本合計 13,115 13,797

その他の包括利益累計額 237 272

非支配株主持分 474 471

純資産合計 13,825 14,541 3  715

負債純資産合計 25,090 26,115

連結損益計算書 2017年度
上期

2018年度
上期 差

売上高 19,174 20,482 4  1,308

売上原価 15,332 16,121

売上総利益 3,842 4,361

販売費及び一般管理費 2,616 2,745

営業利益 1,226 1,617

営業外収益 14 15

営業外費用 7 27

経常利益 1,233 1,605 5  372

特別損失 702 —

税金等調整前四半期純利益 532 1,605

法人税等 192 512

四半期純利益 339 1,093

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 18

親会社株主に帰属する四半期純利益 316 1,075 6  759

連結キャッシュ・フロー計算書 2017年度
上期

2018年度
上期

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,621 2,247

投資活動によるキャッシュ・フロー 706 △595

財務活動によるキャッシュ・フロー △546 △607

現金及び現金同等物の増減額 1,780 1,044

現金及び現金同等物の期首残高 6,065 7,944

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,846 8,988

1資産合計 ⇒ 1,025百万円増加 
預け金等の増加による

2負債合計 ⇒ 310百万円増加 
前受金等の増加による

3純資産合計 ⇒ 715百万円増加 
親会社株主に帰属する四半期純利益計上に伴う
利益剰余金の増加等による

　以上により、自己資本比率 53.2％ ⇒ 53.9％

POINT 1｜連結貸借対照表（前年度末比）

4売上高 ⇒ 1,308百万円増加 
ソリューション事業の拡大、および製造業向けシステム
開発の増加等による

5経常利益 ⇒ 372百万円増加 
高採算案件の前倒し計上およびコストダウンによる

6親会社株主に帰属する四半期純利益 ⇒ 759百万円増加 
首都圏オフィス集約に伴う特別損失(前期)の解消等による
売上高・経常利益とも、過去最高額を更新

POINT 2｜連結損益計算書（前年同期比）

Top Interview Financial Statements Questionnaire

社長インタビュー

売上・利益ともに過去最高額を更新！ 好調な上期業績を受け、通期業績見通しを
上方修正。配当も当初予想に対して5円増配の70円 ⇒ 75円／株と予想。
2018年度上期決算をふまえ、JFEシステムズの取り組みについて、西崎代表取締役社長がお答えします。

売上高 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

株主アンケート2018年度上期連結財務諸表の概要  （単位：百万円）

（※）本連結財務諸表中の表示数字未満の端数の扱いは四捨五入としています。

2018年度上期業績の評価は？Q
上期は、新規案件や下期予定の高採算案件の前倒しが寄与
した結果、売上高・経常利益ともに過去最高額を更新し、
中期経営計画初年度として好調な滑り出しとなりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益は、昨年計上した特別
損失(首都圏オフィス統合△702百万円)の影響が無くなり
大幅に改善いたしました。

A

上期のトピックスは？Q
経済産業省と東京証券取引所が選ぶ「攻めのIT
経営銘柄」に、当社親会社のジェイ エフ イー 
ホールディングスが4年連続で選定されました

（32企業中4年連続は7社のみ）。当社は、JFE
グループにおける高度サプライチェーン連携の中
で「統合現品データベース」の開発を担いました。

攻めのIT経営銘柄発表会（2018.5.30）

A

2016 2017 2018

182 192

391 403
430

（見通し）

205

2016 2017 2018

7.3
12.3

23.0
28.2

31.0
（見通し）

16.0

2016 2017 2018

4.8 3.2

12.6 12.2

20.4
（見通し）

10.8

連結業績ハイライト （単位：億円）    ■上期  ■■通期

※ 株主アンケートにつきましては、当社ホームページ上の専用サイトからも回答が可能です。専用サイトのURLを直接入力するか（https://www.jfe-systems.com/ir/stock_enq.html）、 
 当社ホームページより「投資家の皆様へ」→「IR資料室」→「株主のみなさまへ」の順に進み、「株主アンケート」をクリックしてください。

Q1. 年代 1〜30歳　　2〜40歳　　3〜50歳　　4〜60歳　
5〜70歳　　671歳以上

Q2.
当社株式の保有期間 1半年未満    2半年〜1年未満  31年〜2年未満

42年〜3年未満  53年〜5年未満  65年〜10年未満  
710年以上

Q3.
当社のどのような情報を
お知りになりたいですか。

（複数回答可）

1業績に関する説明 2新製品・新技術  3事業計画  
4強み・特長    5経営方針    6研究・開発内容
7事業内容    8業界情報    9財務情報   
�その他（具体的に）

Q4.
当社株式の購入、保有の理由に
ついてお聞かせください。

（重視しているもの１つ）

1事業内容がいいから   2業績がいいから  
3将来性に期待     4値上がりに期待
5配当利回りに期待   6 IT関連株だから
7JFEグループだから   8その他（具体的に）

Q5.
今後当社株式を買い増すとしたら
どのような点を考慮しますか。

（重視しているもの１つ）

1値上がり期待   2配当利回り   3株主優待
4その他（具体的に）

Q6.
“株主のみなさまへ”

（お送りした小冊子）について
お聞かせください。

わかりやすさ  1わかりやすい  2わかりにくい
情報量  1情報が多い  2適切な量である  
  3情報が少ない

Q7. “株主のみなさまへ”、その他当社に対するご意見・ご要望がありましたらお聞かせください。

本アンケートに関する回答を、同封の「返信用はがき」または「当社専用サイト（※）」のアンケート回答欄にご記入いただ
き、お手数ですが2018年12月14日（金）までにご投函ください（当社専用サイトご利用時も同日までにご回答くださ
い）。アンケートにご回答くださった方には、2019年の卓上カレンダーをご送付いたします。なお、「返信用はがき」およ
び「当社専用サイト」よりご提供いただきました個人情報につきましては、卓上カレンダーの発送のみに使用いたします。

２
０
１
８
年
度
上
期
業
績

売上高 205億円（前年同期比+6.8%）
一般顧客､ 基盤向けで売上増

経常利益 16.0億円（前年同期比+30.1%）
下期予定の高採算案件前倒しが寄与

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
10.8億円（前年同期比+240.0%）

昨年計上した特別損失の影響が無く、大幅に改善

新ブランド「SIDEROSTM（シデロス）」立ち上げ

◆世界標準のERP製品（SAP S/4HANA、Microsoft 
Dynamics365）との組み合わせにより最適なソ
リューションを提供するSIDEROSTMブランドを
立ち上げました。

◆基幹業務（販売・購買・生産・会計）とプロジェクト
管理を一元管理し、案件別の収益管理を早期に実
現できます。

※SIDEROSとは、古代ギリシャ語で「鉄」を意味します。
当社は、鉄鋼メーカーであるJFEスチールの情報システム子会社として、
多くのシステムをお客様に提供してまいりました。
今回、SIDEROSブランドをシリーズ化し、さまざまな業務に適用可能な
テンプレート集に拡張していく予定です。
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710年以上

Q3.
当社のどのような情報を
お知りになりたいですか。

（複数回答可）

1業績に関する説明 2新製品・新技術  3事業計画  
4強み・特長    5経営方針    6研究・開発内容
7事業内容    8業界情報    9財務情報   
�その他（具体的に）

Q4.
当社株式の購入、保有の理由に
ついてお聞かせください。

（重視しているもの１つ）

1事業内容がいいから   2業績がいいから  
3将来性に期待     4値上がりに期待
5配当利回りに期待   6 IT関連株だから
7JFEグループだから   8その他（具体的に）

Q5.
今後当社株式を買い増すとしたら
どのような点を考慮しますか。

（重視しているもの１つ）

1値上がり期待   2配当利回り   3株主優待
4その他（具体的に）

Q6.
“株主のみなさまへ”

（お送りした小冊子）について
お聞かせください。

わかりやすさ  1わかりやすい  2わかりにくい
情報量  1情報が多い  2適切な量である  
  3情報が少ない

Q7. “株主のみなさまへ”、その他当社に対するご意見・ご要望がありましたらお聞かせください。

本アンケートに関する回答を、同封の「返信用はがき」または「当社専用サイト（※）」のアンケート回答欄にご記入いただ
き、お手数ですが2018年12月14日（金）までにご投函ください（当社専用サイトご利用時も同日までにご回答くださ
い）。アンケートにご回答くださった方には、2019年の卓上カレンダーをご送付いたします。なお、「返信用はがき」およ
び「当社専用サイト」よりご提供いただきました個人情報につきましては、卓上カレンダーの発送のみに使用いたします。

２
０
１
８
年
度
上
期
業
績

売上高 205億円（前年同期比+6.8%）
一般顧客､ 基盤向けで売上増

経常利益 16.0億円（前年同期比+30.1%）
下期予定の高採算案件前倒しが寄与

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
10.8億円（前年同期比+240.0%）

昨年計上した特別損失の影響が無く、大幅に改善

新ブランド「SIDEROSTM（シデロス）」立ち上げ

◆世界標準のERP製品（SAP S/4HANA、Microsoft 
Dynamics365）との組み合わせにより最適なソ
リューションを提供するSIDEROSTMブランドを
立ち上げました。

◆基幹業務（販売・購買・生産・会計）とプロジェクト
管理を一元管理し、案件別の収益管理を早期に実
現できます。

※SIDEROSとは、古代ギリシャ語で「鉄」を意味します。
当社は、鉄鋼メーカーであるJFEスチールの情報システム子会社として、
多くのシステムをお客様に提供してまいりました。
今回、SIDEROSブランドをシリーズ化し、さまざまな業務に適用可能な
テンプレート集に拡張していく予定です。
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2014年度

28円／株

2015年度

34円／株

2016年度

44円／株

2017年度

50円／株

70円／株
（当初）

2018年度

75円／株
（見通し）

Q
A

代表取締役社長

2018年度の通期業績見通しは？

好調な上期業績を受け通期業績見通しを上方修正し、上期決算同様、売上高・経常利益ともに
過去最高額を更新する見通しです。

2017年度
実績

2018年度
見通し

増 減
金額 率

売上高 40,281 43,000 +2,719 +6.7%

営業利益 2,806 3,120 +314 +11.2%

経常利益 2,817 3,100 +283 +10.0%

（経常利益率） 7.0% 7.2% +0.2ポイント
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,223 2,040 +817 +66.8%

（百万円）
2018年度業績見通し（連結：前期比）

株主の皆様へQ
A 2018年度は、中期経営計画(第6次)の初年度として、順調なスタートを切ることができました。

今後も社員一人ひとりが持てる力を最大限に発揮し、計画達成に向け全社一丸となって取り
組んでまいります。
株主の皆様におかれましては、より一層のご指導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

上記に伴い、配当につきましても
当初予想の70円／株から5円増配し75円／株を見通しております。

会社の概要／経営体制／株式の状況 （2018年9月30日現在）

Corporate Data / Executive Officers / Stock Information 

DISCLOSURE REPORT

株主のみなさまへ
2018年度上期ご報告

（2018年4月1日―2018年9月30日）

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 株主総会・期末配当は毎年3月31日

中間配当を行う場合は毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店および全国各支店で
行っております。

公 告 方 法 電子公告
https://www.jfe-systems.com/ir/stock/houtei.html
ただし、やむを得ない事由により電子公告をすることができない 
場合は、日本経済新聞に掲載します。

上場証券取引所 東京証券取引所市場第二部

株主メモ

ご注意 本資料の将来の業績等に関する見通しは、リスクや不確定な要因を含んでおります。
実際の業績は、さまざまな要因により、見通しとは異なる結果となる可能性がございます。

お知らせ
◉住所変更等のお申出先について

株主様の口座のある証券会社にお申付けください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別口座の口
座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申付けください。

◉「配当金計算書」について
配当金支払いの際送付している「配当金計算書」は、租税特別措置法の規定に基づく

「支払通知書」を兼ねております。確定申告を行う際は、その添付資料としてご使用い
ただくことができます。
＊確定申告をされる株主様は、大切に保管してください。

Copyright ⓒ  2018 JFE systems, Inc. All Rights Reserved.
本誌の無断複製・転送などはおやめください

〒105-0023　東京都港区芝浦一丁目2番3号　シーバンスＳ館
JFEシステムズ株式会社　総務部　総務・法務グループ
電話　03-5418-2400　  FAX　03-5418-2445

DISCLOSURE REPORT 株主のみなさまへ
2018年度上期ご報告

株式の状況

名称（商号） JFEシステムズ株式会社
JFE Systems, Inc.

本社所在地 〒105-0023
東京都港区芝浦一丁目2番3号
シーバンス Ｓ 館
電話　03-5418-2400

設立 1983年9月1日
資本金 1,390,957千円

主な事業内容 情報システムのインテグレーション
および運用・保守など

従業員数 1,760名（連結）

子会社の状況
当社の議決権比率

JFEコムサービス株式会社 66.6%
上場証券取引所 東京証券取引所市場第二部（証券コード：4832）

発行可能株式総数 31,412,000株
発行済株式総数 7,853,000株（自己株式292株含む）

株主数 1,325名 

所有者別株式分布状況

大株主

会社の概要

※ 持株比率は、自己株式（292株）を控除して計算しております。

経営体制
取締役 代表取締役社長（CEO) 西 崎　　 宏

取締役（専務執行役員） 上 條　　 巧
取締役（常務執行役員） 佐々木　富雄
取締役（常務執行役員） 原 田　 敬 太
取締役（常務執行役員） 國 安　　 誠
取締役（常務執行役員） 中 村　　 元
取締役（常務執行役員） 下 田　　 純
取締役 社 外  独 立 小 林　 隆 照
取締役 田 中　 道 成

監査役 常勤監査役 社 外 土 浜　 茂 稔
監査役 安 藤　 武 彦
監査役 社 外 冨 澤　 雄 一

執行役員 執行役員 奥 野　 敦 己
執行役員 船 尾　 哲 也
執行役員 笹 井　 一 志
執行役員 森 本　 哲 也
執行役員 菅 野　 英 毅
執行役員 杉 原　　 明

外国法人等 205千株（2.61%）

金融機関 280千株（3.57%）
証券会社 16千株（0.22%）

その他国内法人 5,627千株（71.65%）

個人・その他 1,723千株（21.95%）

当社への出資状況
株主名 所有株式数 持株比率

JFEスチール株式会社 5,116千株 65.16%
JFEシステムズ社員持株会 662千株 8.43%
富士通株式会社 250千株 3.18%
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 121千株 1.55%
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 103千株 1.32%
JFEプラントエンジ株式会社 100千株 1.27%
STATE STREET BANK AND
TRUST COMPANY 505050 54千株 0.69%

アトラス情報サービス株式会社 50千株 0.64%
JFEアドバンテック株式会社 50千株 0.64%
JFE物流株式会社 50千株 0.64%
三井住友信託銀行株式会社 50千株 0.64%
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